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ワンコイン浸水センサ実証実験参加から
浸水センサシステムへの登録等のフロー
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各センサの情報を⼀元的に収集し、
浸⽔状況を共有するシステム

浸⽔センサ表⽰システムのイメージ（広域＆拡⼤）
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実証実験参加から浸水センサシステムへの登録

実証実験参加から浸水センサシステムへの登録作業フロー

※赤字部分が主にセンサ設置者が行う作業になります。

※国土交通省＆事務局へ提出いただく時のメールアドレス hqt-immersion-sensor@gxb.mlit.go.jp

※hqt-immersion-sensor@gxb.mlit.go.jp（事務局）へのメール送信にあたって、行政専用メールアドレス（例：lg.jp）では
なく、外部との連絡可能なメールアドレスにて対応をお願いいたします。

浸水センサ表示システム

浸水センサ設置者
（国・自治体・参加企業等）

国土交通省

センサメーカ

事務局

連絡先：
hqt-immersion-sensor@gxb.mlit.go.jp

連携

・浸水センサの発注
・浸水センサの設置
・システム登録作業
に向けた情報の提出

浸水センサ 各センサメーカ収集サーバ 国共有サーバ
（浸水センサシステム）

観測データ 観測データ

・浸水センサの納品
・維持管理費（通信費等）
の手続き

・実証実験参加者の管理
・システムの管理、登録作業

①実証実験参加応募様式提出

②浸水センサ管理台帳の入力
④浸水センサシステム

に写真等登録

③浸水センサ管理台帳を提出
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実証実験参加から浸水センサシステムへの登録

浸水センサ設置者 国土交通省・事務局 センサメーカ

① 実証実験参加の応募様式提出

・応募様式は国交省HPよりダウンロー
ドし、必要事項を記入し提出

※浸水センサシステム登録のため、以
下情報も入力する
設置台数、センサメーカ、
設置場所（市町村単位）

連絡先：
hqt-immersion-sensor@gxb.mlit.go.jp

応募内容の確認

浸水センサ管理台帳
（センサID記入済み）の送付

② 浸水センサ管理台帳の入力

・設置の有無に関わらず、浸水センサ
管理台帳に必要事項を記入

・センサメーカと連携し、浸水センサID
と製造番号の紐づけ等を実施

・浸水センサとセンサメーカ収集サー
バ間の接続を確認

浸水センサ管理台帳への
入力補助等

③ 浸水センサ管理台帳を提出
センサ台帳内容を

国共有サーバへ登録

浸水センサシステム
諸元管理画面、地図表示画面

ログインID、URLの送付

④ 浸水センサシステムに
写真等を登録

・浸水センサ設置箇所の近景遠景写
真を浸水センサシステムに登録

・設置場所等を適宜修正

センサ発注前でも申請可
能。ただし、個数の変更、
センサの変更等がある
場合には、再度申請する
必要があるため、センサ
発注後の申請を推奨。

センサメーカ収集サーバから
送信されるデータを国共有
サーバで受信した際に、浸水
センサ表示システム（地図表
示画面）に表示される。



浸水センサ管理台帳に記入する緯度・経度の測り方（例）
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【緯度経度の測り方】

①Webサイトより取得（推奨）

Googleマップの場合 当該位置にポインターを合わせて右クリックすると緯度・経度が表示されます

浸⽔センサ管理台帳について︓事務局よりセンサID等を割り振った諸元⼀覧（メタデータ）ひ
な形・⼊⼒に関するマニュアルを各センサ管理者に配布しますので、各センサの位置情報等必要
情報を記⼊後、事務局へ提出願います。



浸水センサ管理台帳に記入する緯度・経度の測り方（例）
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②スマートフォンで写真を撮る

デジタル写真にはGPS機能により緯度、経度が記録される「ジオタグ」というものがあり機種によって呼び
方が異なりますが「ジオタグ」「GPS」「位置情報を保存」などの表現があり記録の設定が必要です。
スマートフォン端末の設定で、位置情報の「ON」ならびに写真に位置情報を記録 の設定を行う必要があ
ります。スマートフォンの位置情報（緯度・経度）はずれる可能性があります。

浸水センサ

位置情報を
ON

位置情報が保存できるスマートフォンやGPS機能搭載のデジタルカメラ
で浸水センサーの付近に立ち撮影する

ジオタグ

↓

写真ファイルプロパティの
詳細で緯度・経度を確認

管理台帳を事務局へ提出いただき、事務局にて管理台帳の情報をシステム登録します

登録が完了しましたら、事務局より登録完了の連絡をいたします

その連絡後に浸水センサシステム（管理画面）にて緯度・経度等の登録情報の確認をしてください

浸水センサの設置写真のデータ容量は１MB以下で登録してください

写真のデータ容量は１MB以下！



浸水センサ管理台帳に記入する 地表面からの高さ の測定方法（例）

設置した箇所（地盤・道路面）から浸水センサ検知部分までの高さを計測する
※浸水センサ毎に定められた浸水判定高さを基にしてください

①電柱・道路標識等に設置の場合

②堤防・用水路壁面等に設置の場合

浸水センサ

地表面

浸水判定高さ：-20cm

浸水判定高さ：15cm

浸水センサ

地表面 地表面
浸水判定高さ：20cm

浸水センサ

浸水センサ

浸水判定高さ：-10cm

地表面

浸水センサ

浸水判定高さ：2cm地表面
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設置した箇所（地盤・道路面）から浸水センサ検知部分までの高さを計測する
※浸水センサ毎に定められた浸水判定高さを基にしてください

③橋の下 橋の欄干等に設置の場合

④アンダーパスに設置の場合

地表面

浸水センサ

浸水判定高さ：-50cm

橋の欄干

地表面
浸水判定高さ：-30cm

浸水センサ

浸水センサ

地表面

浸水判定高さ：-300cm
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浸水センサ管理台帳に記入する 地表面からの高さ の測定方法（例）


